
もも
っ
と
っ
と
語
ろ
う
。明
日
の

明
日
の
稚
内
稚
内
を
一
緒
に

を
一
緒
に
創
ろ
創
ろ
う
。
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も
っ
と
語
ろ
う
。明
日
の
稚
内
を
一
緒
に
創
ろ
う
。

も
っ
と
語
ろ
う
。明
日
の
稚
内
を
一
緒
に
創
ろ
う
。

も
っ
と
語
ろ
う
。明
日
の
稚
内
を
一
緒
に
創
ろ
う
。

支
え
る
、役
立
つ
、頼
り
に
な
る
存
在
に

踏
み
出
す
一
歩
が
未
来
に
つ
な
が
る

知
事
、教
育
長
が
北
教
組
問
題
で
遺
憾
を
表
明

知
事
、教
育
長
が
北
教
組
問
題
で
遺
憾
を
表
明

平
成
二
十
二
年
第
一
回
定
例
道
議
会
で
代
表
質
問

知
事
、教
育
長
が
北
教
組
問
題
で
遺
憾
を
表
明

知
事
、教
育
長
が
北
教
組
問
題
で
遺
憾
を
表
明

知
事
、教
育
長
が
北
教
組
問
題
で
遺
憾
を
表
明

　

二
月
二
十
三
日
招
集
さ
れ
た
平
成
二
十
二

年
第
一
回
定
例
道
議
会
で
、吉
田
正
人
議
員
は

自
民
党
・
道
民
会
議
を
代
表
し
て
質
問
に
立

ち
、知
事
の
政
治
姿
勢
、財
政
運
営
、地
球
温
暖

化
対
策
、経
済
政
策
、農
業
問
題
な
ど
を
取
り

上
げ
、知
事
、道
警
本
部
長
の
対
応
を
た
だ
し

ま
し
た
。特
に
、教
育
問
題
で
は
北
教
組
の
政

治
活
動
を
厳
し
く
追
及
し
、役
員
の
逮
捕
、違

法
な
組
合
活
動
、国
旗
・
国
歌
問
題
な
ど
で
知

事
、教
育
長
の
見
解
を
求
め
ま
し
た
。

　

吉
田
道
議
の
質
問
項
目
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、知
事
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

（
一
）道
政
執
行
に
臨
む
姿
勢
に
つ
い
て

（
二
）事
業
仕
分
け
に
つ
い
て

（
三
）国
の
地
方
財
政
対
策
に
つ
い
て

（
四
）公
共
事
業
削
減
に
関
す
る
認
識
等
に
つ
い
て

（
五
）農
林
漁
業
政
策
に
つ
い
て

（
六
）地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

（
七
）高
速
道
路
の
無
料
化
に
つ
い
て

（
八
）子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

二
、道
政
上
の
諸
課
題
に
つ
い
て

（
一
）財
政
運
営
に
つ
い
て

１
、財
政
運
営
に
関
す
る
認

識
に
つ
い
て

２
、財
政
健
全
化
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

３
、今
後
の
行
財
政
改
革
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

（
二
）札
幌
医
科
大
学
の
整

備
に
つ
い
て

１
、入
学
定
員
に
つ
い
て

２
、施
設
整
備
に
つ
い
て

（
三
）道
立
試
験
研
究
機
関

の
地
方
独
立
行
政
法

人
化
に
つ
い
て

（
四
）業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

（
五
）行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
つ
い
て

（
六
）支
庁
制
度
改
革
に
つ
い
て

（
七
）北
海
道
エ
ア
シ
ス
テ
ム
の
運
営
見
直
し

に
つ
い
て

（
八
）夕
張
市
へ
の
支
援
に
つ
い
て

（
九
）地
球
温
暖
化
推
進
計
画
に
つ
い
て

（
十
）ア
イ
ヌ
政
策
に
つ
い
て

（
十
一
）保
健
福
祉
問
題
に
つ
い
て

１
、小
児
救
急
医
療
体
制
の
整
備
に
つ
い
て

２
、障
害
者
施
策
に
つ
い
て

（
十
二
）経
済
政
策
に
つ
い
て

１
、経
済
活
性
化
戦
略
ビ
ジ
ョ
ン
の
評
価
な

ど
に
つ
い
て

２
、本
道
経
済
・
産
業
の
成
長
力
強
化
に
つ
い
て

（
十
三
）食
ク
ラ
ス
タ
ー
に
つ
い
て

（
十
四
）雇
用
対
策
に
つ
い
て

１
、中
高
年
離
職
者
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

２
、高
校
新
規
卒
業
者
の
就
職
支
援
に
つ
い
て

（
十
五
）観
光
振
興
に
つ
い
て

（
十
六
）農
業
問
題
に
つ
い
て

１
、農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ

い
て

２
、Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
に
つ
い
て

３
、道
営
競
馬
に
つ
い
て

（
十
七
）安
全
操
業
に
つ
い
て

（
十
八
）公
共
事
業
の
執
行
に
つ

い
て

三
、教
育
問
題
に
つ
い
て

（
一
）教
育
行
政
執
行
方
針
に
つ
い
て

（
二
）学
力
向
上
対
策
に
つ
い
て

１
、全
国
学
力
テ
ス
ト
へ
の
参
加
に
つ
い
て

２
、結
果
の
公
表
に
つ
い
て

（
三
）道
徳
教
育
に
つ
い
て

　

皆
さ
ま
に
は
お
変
わ

り
な
く
、ま
す
ま
す
ご

健
勝
で
ご
活
躍
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

第
一
回
定
例
道
議
会
で
、二
期
目
の
高
橋
道
政
の

仕
上
げ
と
な
る
一
般
会
計
二
兆
八
千
百
八
十
一
億
円
の
平

成
二
十
二
年
度
道
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。私
は
道
議
会
自

民
党
・
道
民
会
議
を
代
表
し
て
質
問
に
立
ち
、予
算
に
盛
り

込
ま
れ
た
施
策
・
事
業
に
つ
い
て
見
解
を
求
め
ま
し
た
。ま

ず
は
質
問
の
成
果
を
生
か
し
て
、本
道
や
地
元
・
稚
内
市
が

さ
ら
な
る
発
展
が
で
き
る
よ
う
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

本
道
の
経
済
・
雇
用
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
情
勢
に
あ
り
、

先
行
き
は
決
し
て
楽
観
で
き
ま
せ
ん
。し
か
し
、私
は
ど
の

よ
う
な
道
の
り
で
あ
ろ
う
と
、今
日
の
一
歩
を
踏
み
出
す
こ

と
こ
そ
が
、未
来
の
豊
か
な
暮
ら
し
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て

行
動
し
て
い
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
漁
業
・
酪
農
や
水
産
加
工
業
の
振
興
、観
光

資
源
の
再
発
見
と
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
、稚
内
空
港
の

安
定
的
な
就
航
、サ
ハ
リ
ン
州
と
の
経
済
交
流
の
推
進
、医

療
や
保
健
予
防
の
充
実
や
高
齢
者
支
援
な
ど
稚
内
市
の
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
、道
政
与
党
の
一
人
と
し
て
道
議
会
で

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。

　

さ
て
、「
政
治
と
カ
ネ
」の
問
題
や
政
策
の
矛
盾
が
続
出
す

る
現
内
閣
・
与
党
に
は
、も
う
政
権
を
委
ね
る
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
。今
夏
の
参
議
院
議
員
選
挙
で
本
道
の
一
議
席
を

死
守
し
、余
勢
を
か
っ
て
来
年
の
統
一
地
方
選
に
勝
利
し

て
、活
力
で
あ
ふ
れ
る
北
海
道
や
ふ
る
さ
と
・
稚
内
を
創
り

上
げ
よ
う
と
固
く
決
意
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
さ
ま
の
変
わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
四
）北
教
組
の
活
動
に
つ
い
て

１
、役
員
の
逮
捕
に
つ
い
て

２
、選
挙
運
動
に
つ
い
て

３
、違
法
な
組
合
活
動
に
つ

い
て

（
１
）学
校
備
品
の
使
用
に

つ
い
て

（
２
）勤
務
時
間
中
の
組
合

活
動
に
つ
い
て

２
、国
旗
・
国
家
問
題
に
つ

い
て

３
、卒
業
式
な
ど
の
実
態
に
つ
い
て

４
、歴
史
教
育
に
つ
い
て

５
、学
校
運
営
な
ど
に
つ
い
て

四
、公
安
問
題
に
つ
い
て

（
一
）不
祥
事
の
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
二
）本
年
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

平
成
二
十
二
年
第
一
回
定
例
道
議
会
で
、自
民
党
・
道
民
会
議
の
吉
田
正
人
道
議
が
約

一
時
間
に
及
ぶ
代
表
質
問
に
立
ち
ま
し
た
。道
予
算
を
は
じ
め
道
政
上
の
諸
課
題
を
取

り
上
げ
、建
設
的
な
提
言
を
交
え
て
堂
々
の
論
陣
を
張
り
ま
し
た
。わ
が
国
や
北
海
道
の

将
来
か
ら
地
元
・
稚
内
市
の
懸
案
事
項
ま
で
、問
題
を
的
確
に
と
ら
え
て
深
く
掘
り
下
げ

る
日
々
の
研
鑽
が
実
っ
た
も
の
で
、そ
の
主
張
は
多
く
の
賛
同
を
得
ま
し
た
。二
期
目
の

集
大
成
の
年
と
あ
り
、吉
田
道
議
は
全
力
で
走
り
回
っ
て
い
ま
す
。



平
成
二
十
二
年
度
道
予
算

一
般
会
計
は
二
兆
八
千
百
八
十
一
億
円

「
食
ク
ラ
ス
タ
ー
」
構
想
を
本
格
展
開

地
域
航
空
活
性
化
Ｐ
Ｔ

吉
田
正
人
道
議
が
幹
事
長
に
就
任

地
方
空
港
や
離
島
路
線
の
活
性
化
な
ど
検
討

　

道
内
の
地
域
航
空
を
さ
ら
に
活
性
化
さ
せ

る
方
途
を
探
ろ
う
と
、「
地
域
航
空
活
性
化
」

Ｐ
Ｔ（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
）が
三
月
十
二

日
設
立
さ
れ
、地
元
に
稚
内
空
港
や
離
島
航

路
を
抱
え
る
吉
田
正
人
道
議
が
幹
事
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

　

地
域
航
空
は
広
域
観
光
の
促
進
や
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
の
拡
大
な
ど
、道
内
各
地
地
域
が

均
衡
あ
る
発
展
を
目
指
す
た
め
の
有
効
な
手

段
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。し
か

し
、利
用
客
の
低
迷
が
続

き
、Ｊ
Ａ
Ｌ（
日
本
航
空
）

が
Ｈ
Ａ
Ｃ（
北
海
道
エ
ア

シ
ス
テ
ム
）に
対
す
る
出

資
の
引
き
上
げ
を
決
め
る

な
ど
、大
き
な
岐
路
に
立

た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、道
内
の
地
域
航
空

を
活
性
化
さ
せ
、Ｈ
Ａ
Ｃ
の
必
要
性
、丘
珠
空

港
の
利
用
促
進
、地
方
空
港
の
活
性
化
、離
島

路
線
の
維
持
な
ど
の
懸
案
事
項
の
対
応
策
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、航
空
政
策
を
さ
ら
に

充
実
さ
せ
よ
う
と
Ｐ
Ｔ
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

役
員
に
は
相
談
役
に
清
水
誠
一
道
議（
帯

広
市
）、顧
問
に
川
尻
秀
之
道
議（
函
館
市
）、

会
長
に
加
藤
礼
一
道
議（
旭
川

市
）、幹
事
長
に
吉
田
正
人
道

議（
稚
内
市
）が
就
任
し
ま
し

た
。吉
田
道
議
は「
地
域
航
空

は
地
域
振
興
や
住
民
生
活
の

利
便
向
上
の
た
め
に
、欠
か
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」と
語
り
、

発
展
策
を
打
ち
出
し
て
い
き
た

い
考
え
で
す
。

　

道
の
平
成
二
十
二
年
度
当
初
予
算
は
、一
般

会
計
が
二
兆
八
千
百
八
十
一
億
円
で
、前
年

度
当
初
比
二
・
〇
％
減
少
に
な
り
ま
し
た
。政

権
交
代
で
国
が
直
轄
・
補
助
の
公
共
事
業
を

大
幅
に
減
ら
し
た
こ
と
や
、景
気
低
迷
に
よ
る

道
税
収
入
の
減
少
な
ど
が
影
響
し
ま
し
た
。

　

主
な
事
業
を
み
る
と
、雇
用
対
策
は
二
十

一
年
度
の
二
倍
以
上
に
な
る
二
百
五
十
億
円

を
計
上
。中
高
年
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
ほ
か
、高
卒
者

の
就
職
難
を
改
善
す
る
た
め
、道
内
八
カ
所

の
教
育
局
に
求
人
開
拓
を
担
当
す
る
職
員
を

配
置
し
ま
す
。

　

経
済
対
策
で
は
、道
産
食

品
を
軸
に
産
業
振
興
を
図
る

「
食
ク
ラ
ス
タ
ー
」構
想
を
推
進
す
る
連
絡
協

議
会
を
設
置
し
、「
可
能
性
の
高
い
新
商
品
を

地
域
ご
と
に
開
発
し
、本
格
展
開
し
て
い
く
」

（
高
橋
は
る
み
知
事
）考
え
で
す
。

　

ま
た
、「
北
の
お
さ
か
な
」消
費
拡
大
推
進

事
業
、北
の
海
の
め
ぐ
み
食
育
推
進
事
業
な

ど
を
新
た
に
展
開
し
、「
食
」の
地
産
地
消
に

向
け
た
愛
食
運
動
や
食
育
の
一
層
の
推
進
を

行
う
方
針
で
す
。

昭和35年７月13日稚内市生まれ。東海大学海洋
学部水産学科増殖科卒。会社員、稚内青年会議
所副理事長などを経て、平成13年12月、父政一
道議（議長など歴任）の急逝に伴い道議会議員
補欠選挙に出馬し惜敗。同15年４月の再挑戦で
初当選、現在２期目。その間、道議会水産林務常
任委員、同総合開発特別委員、同議会運営委員、
党道連政務調査会委員、道議会自民党・道民会
議水産議員連盟事務局長、道議会総合企画常
任委員会理事、同食と観光対策特別委員、同議
会運営委員会筆頭理事、自民党道連常任総務、
同組織副委員長。現在、道議会水産林務常任副
委員長、同北方領土特別委員会理事、北海道都
市計画審議会委員。

吉田正人道議のプロフィル

北
教
組
問
題
調
査
団
が

自
民
党
・
道
民
会
議
と

意
見
交
換

北
教
組
問
題
調
査
団
が

自
民
党
・
道
民
会
議
と

意
見
交
換

勤
務
時
間
内
の
組
合
活
動
や

偏
向
教
育
の
実
態
を
説
明

　

北
海
道
教
職
員
組
合（
北
教
組
）か

ら
民
主
党
議
員
に
違
法
な
選
挙
資
金

が
提
供
さ
れ
た
事
件
で
、自
民
党
の

北
教
組
問
題
に
関
す
る
調
査
団
が
２

月
18
日
来
道
し
、現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

調
査
に
あ
た
っ
た
の
は
党
文
部
科

学
部
会
長
の
義
家
弘
介
参
院
議
員
、

衆
院
文
部
科
学
委
員
会
筆
頭
理
事
の

馳
浩
衆
院
議
員
、党
国
対
副
委
員
長

の
北
村
茂
男
衆
院

議
員
の
３
人
で
す
。

　

道
議
会
自
民
党
・

道
民
会
議
と
の
意

見
交
換
に
は
見
延

順
章
議
員
会
長
を

は
じ
め
、吉
田
正
人
、

布
川
義
治
、柿
木
克

弘
、山
本
雅
紀
、中

司
哲
雄
、藤
沢
澄

雄
、中
村
裕
之
各
議

員
が
出
席
。北
教
組

の
活
動
状
況
や
教

職
員
と
選
挙
運
動

の
か
か
わ
り
な
ど

を
調
査
団
に
説
明

し
ま
し
た
。こ
の
中

で
、道
議
側
か
ら

は
、北
教
組
が
自
主

編
成
教
材
を
使
用

し
た
偏
向
教
育
や

日
常
的
に
学
校
施

設
を
使
っ
て
勤
務
時
間
内
に
組
合
活

動
を
行
っ
て
い
る
証
拠
な
ど
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、調
査
団
は
高
橋
教
一
道
教
育

長
と
北
教
組
の
活
動
状
況
に
つ
い
て

意
見
交
換
し
た
の
を
は
じ
め
、地
域
Ｐ

Ｔ
Ａ
役
員
、教
職
員
ら
か
ら
地
元
の
実

情
を
聞
き
ま
し
た
。北
教
組
側
に
も
面

会
を
申
し
入
れ
ま
し
た
が
、多
忙
を
理

由
に
拒
否
さ
れ
ま
し
た
。

◀
水
産
林
務
副
委
員
長
と
し
て
高
知
県

の
製
材
工
場
を
視
察

◀
議
会
開
会
中
は
連
日
会
派
の

勉
強
会

◀
道
議
会
北
方
領
土
対
策
特
別
委
員
会

理
事
と
し
て
根
室
市
で
意
見
交
換

◀
道
政
与
党
と
し
て
道
の
理
事
者
か
ら

適
宜
報
告
を
受
け
、問
題
点
を
協
議

道政報告


